
 

 

 

佐倉市立臼井小学校 

9番 栄養教諭 布施梨乃 

 

１．研究テーマ設定の理由 

〇学校の概要 

本校は、千葉県の北西部に位置し成田空港

が近くにあり、都心から１時間位の場所にあ

る。佐倉市内の中でも、印旛沼に一番近く、

米や野菜の栽培も盛んで自然が多く残って

いる。歴史的には臼井城があった頃から佐倉

の要所として栄え、学区内には歴史を物語る

ものが散在する。新しくは元巨人軍長嶋茂雄

氏の生まれ育ったところとして、全国的にも

名を馳せている。 

児童数は３０８名，１５学級（うち特別支

援３学級含む）で、学校給食は自校方式であ

る。保護者は従前からの居住者より、首都圏

に関わるサラリーマン家庭が多い。また、地

域的には学校運営には非常に協力的である。 

 

〇新学習指導要領から 

 新学習指導要領における食に関する指導

の目標は次の通りである。 

 （知識・技能） 

 食事の重要性や栄養バランス、食文化等に

ついての理解を図り、健康で健全な食生活

に関する知識や技能を身に付けるように

する。 

 （思考力・判断力・表現力等） 

 食生活や食の選択について、正しい知識・

情報に基づき、自ら管理したり判断したり

できる能力を養う。 

 （学びに向かう力・人間性等） 

 主体的に、自他の健康な食生活を実現しよ

うとし、食や食文化、食料の生産等に関わ

る人々に対して感謝する心を育み、食事の

マナーや食事を通じた人間関係形成能力

を養う。 

 

また、【食事の重要性】【心身の健康】【食

品を選択する能力】【感謝の心】【社会性】【食

文化】の６つの視点に基づき、学校教育活動

全体を通して、学校における食育の推進を図

り、食に関わる資質・能力を育成することが

求められている。 

そこで、児童が食の大切さを実感し、生涯

にわたって自己の健康に配慮した望ましい

食習慣を実践しようとする児童の育成をめ

ざしたいと考え、本研究テーマを設定した。 

 

〇学校教育目標から 

〈学校教育目標〉 

自ら学び、心豊かでたくましい子どもの育

成 

〈めざす児童像〉 

かしこく、やさしく、たくましく！ 

・自ら学ぶ子ども 

・最後まで話を聞ける子ども 

・自ら進んで取り組み、最後までやりぬく

子ども 

・ほかの人にやさしくできる子ども 

食を大切にし、望ましい食習慣を実践しようとする児童の育成 



 

 

・相手の立場になって思いやり、行動でき

る子ども 

食育においても、食や食に関わる人々に対

して感謝の心を育むとともに、自ら進んで望

ましい食習慣を実践する児童の育成をめざ

したい。 

 

○児童の実態から 

明るく、素直で気持ちのよいあいさつがで

きる児童が多い。４月当初と比べると、体を

動かすことが一段と活発になり、体もひとま

わり大きく成長してきた。子どもたちにとっ

て給食の時間は、学校生活の中で楽しい時間

の一つである。その一方で、苦手な食べ物が

出ることで、給食の時間が嫌いだと感じてい

る児童もいる。また、食に関する興味関心が

薄く、苦手な食べ物がある児童が多い。特に

野菜の和え物や汁物の食べ残しが多く、栄養

のバランスが崩れると、体にどんな影響を及

ぼすのかは理解していない。 

そこで、苦手なものでも少しずつ食べよう

とする意欲を育むとともに、望ましい食習慣

を実践する児童の育成をめざしたい。 

 

２．研究の目的 

令和２年度の残菜量は平均８％であった。

なかでも、和え物、汁物、和食の献立に食べ

残しが多く、特に野菜や豆を使用した料理は

苦手とする子が多いことが課題としてあげ

られる。 

 令和元年度７月の朝食に関する調査では

朝ごはんを毎日食べる児童は９２．９％だっ

たのに対し、令和２年度７月では８３．２％

に下がってしまった。これは休校中における

生活習慣及び食習慣の乱れによるものと考

えられる。そして、朝食の内容についても「主

食のみ」「主食と乳製品」といった子が半数

を占めていることが課題としてあげられる。 

これらの実態をふまえ、好きな時に好きな

ものを食べられる環境にある現代社会の中

で自らの健康のために正しい食に関する知

識を得て、生かしていくことは重要なことで

ある。また、望ましい食習慣は大人になって

からいきなり身につけることは大変困難で

あり、子どものころから身につけていくこと

が大切であると考えた。 

そこで、令和３年度は、食を大切にし、望

ましい食習慣を実践しようとするための方

法を探っていきたい。 

 

３．研究仮説 

 仮説１ 

  食事の重要性や楽しさを理解すれば、食

の大切さに気付くことができるだろう。 

 

仮説２ 

食に関する正しい知識を得ることができ

れば、健康的な食習慣を実践しようとする

ことができるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４．実践 

  実践するにあたり、食に関する指導の全

体計画①②の作成を行った。前年度までの

計画をもとに、児童の実態を再度把握し、

食に関する課題解決に向けて、見直しをし

た。 

 学校全体で食育を組織的、計画的に推進

するため、職員会議の場で学校内の教職員

に知らせることで、年間を通じて食に関す

る指導を行うことを周知した。 

 

仮説１について 

（１）教材としての給食や地場産物の活用 

〇地場産物だよりの活用 

佐倉市では地場産物を積極的に活用でき

るよう市内栄養士会で地場産物推進班とい

うものがあり、地場産物の年間計画や地場

産物だよりを作成している。地場産物の使

用時期にあわせて地場産物だよりが発行さ

れ、それを市内の栄養士で共有している。 

生産者の話や食べ物に関するクイズが載

っており、各階の廊下に掲示することで興

味をもって読んでもらえるようになった。 

〇地場産物を活用した給食と給食メモ 

佐倉市では年間を通して佐倉産のお米

「めしあがれ」を使用している。他にも手

作り味噌や野菜など地場産物の活用に力を

入れている。特に弥富地区の学校給食応援

団の方々は学校給食で地場産物を活用して

もらうよう、熱心に取り組んでくださって

いる。毎日発行している給食メモにもその

方々の思いや地場産物であることを掲載し、

児童に伝えている。 

給食メモには、食材に関するクイズや栄

養の話、マナー、食文化等を掲載し、その

日の給食に込めた思いを伝えている。放送

委員会の子どもたちが毎日の放送で伝えて

くれるだけでなく、掲示することにより興

味関心を高めるよう努めた。 

 

〇地場産物を用いた体験活動 

例年であれば 

１年 グリンピースのさやむき 

２年 そらまめのさやむき 

３年 枝豆のさやとり 

  ４年 とうもろこしの皮むき 



 

 

 といった活動を行っていたが、コロナ禍の 

 ため実施することができなかった。 

  しかし、とうもろこしについては給食に

使用する際に、サンプルケースの横に実物

のとうもろこしを置くなどして興味をも

たせるよう努めた。 

また、今年度は３・４年生が掘ったさつ

ま芋が豊作であったため、それを給食に使

用することができた。 

  

 〇「佐倉学」を取り入れた献立の実施 

  市内栄養士会では、目指す子ども像を

「佐倉いっぱいの味で育つ 元気な佐倉

っ子」として佐倉学や地場産物を取り入れ

た給食を提供することで、食育の推進に努

めている。地域産業や文化を理解すること

は、郷土への関心を深め、「食」の大切さ

を知るとともに、自分の食生活に関心をも

つことにつながっている。 

 

〈城下町佐倉・江戸ぐるめ献立より〉 

〈クララホイットニー献立より〉 

〈津田仙に関する掲示物〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教職員との連携 

給食の時間には、各学級が学級担任とと

もに児童が配膳室に給食ののったワゴンを

取りに来る。その受け渡し作業の際にサン

プルを見に来た児童と話す機会があり、給

食内容について、直接伝えられる貴重な時

間となっている。また、今年度より各階に

サンプルケースを設置したことで、調理員

（作り手）と児童が会話できるようになり、

作り手の思いや意欲の向上につながってい

る。 

以前のように給食時間に指導を行うこ

とが困難なため、教室を巡回して準備が進

んでないクラスには、手伝いをするように

している。先生方との会話を大切にし、給

食についての話題や児童の給食時間の様子

などを聞き、連携を図るように心がけてい

る。 

 

 

 

 



 

 

仮説２について 

（１）食生活アンケートの実施 

佐倉市では平成１２年度から小学校５年

生と中学２年生を対象に食生活アンケート

を実施し、実態把握に努めている。単に「朝

食を食べればよい」という視点だけでなく、

積極的に生活時間、朝食の内容といった生

活習慣の改善を図ることで、生きる上での

土台を育み、食の在り方を学ぶことを目的

とし取り組んでいる。 

  

（２）授業実践 

  今年度の食生活アンケート（小学５年生

実施）結果から朝ごはんを毎日食べる児童

は９２．３％であった。しかし、その内容

に関しては「主食のみ（２１．２％）」、「主

食と乳製品（１５．４％）」といった内容

の乏しいものが多くみられた。また、５年

生においては少食、偏食の児童が特に多く、

食べ物の働きについては献立表等で見聞

きしているものの、特別時間をとって学習

していないため、栄養のバランスが崩れる

と、体にどんな影響を及ぼすのかは理解を

していない。 

  そこで、食べ物には３つの働きがあり、

それらがうまく働いて私たちの体がつく

られていることを知らせ、苦手なものでも

少しずつ食べようとする態度を育てたい

と考え、授業実践をした。 

 

 

 

  授業では一方的な知識の伝達とならな

いよう、ICT を活用した授業とした。ICT

を活用することにより、児童が自分の考え

と友達の考えを比較し、共通点や相違点に

気付くことや教え合うことができた。また、

自分の意見を発表することはできなくて

も、タブレット上であれば表現できる子も

いたのではないかと考える。 

  学習の振り返りには、ワークシートを使

用し、保護者からのコメント欄を設け、家

庭の協力を得ながら学んだ知識を実践で

きるようにした。 

 

〈ミライシード：オクリンク〉 

 



 

 

 

 

〈ワークシート〉 

 

 

 

 

（３）保健・栄養指導の実施 

養護教諭と連携し全校を対象に行った。

全体計画に組み込み、１～６年生まで継続

して行えるようにしている。今年度は、養

護教諭の歯科保健やコロナ禍の自粛による

おうち時間と関連付けて「おやつのとり方

（砂糖や油）」について各学年に応じた話を

した。 

６年間継続して行うことができるため、

前学年で学んだことを振り返りながら、進

めていくことができている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

５．成果と課題 

（１）成果 

・市内栄養士会での取り組みを活用する

ことで、個人では作成が困難な複数の

指導資料を児童に提供することができ

た。また、栄養教諭自身が地場産物や

文化への理解を深めることにつながっ

た。 

・地場産物を使った給食を食べることで

地域産業や文化を学び、食に関わる

人々に対して感謝の心を育むとともに、

食の大切さを知ることができた。 

・毎日発行している給食メモを見聞きす

ることにより、食の重要性や楽しさに

気付くことができた。 

・残菜率においては、平均して５％以下

を維持している。 

・給食時間の様子などを学級担任から聞

くことで、児童にあった声かけをする

ことができている。また、職員間でも

給食の話題が増え、食への関心が高ま

っている様子が伺えた。 

・ICTを活用することで、児童が自分の

考えと友達の考えを比較し、共通点や

相違点に気付くことや互いに教え合う

ことができた。また、自分の意見を発

表することはできなくても、タブレッ

ト上であれば表現できる児童もいた。 

・ICTの活用により、紙媒体作成の負担

軽減だけでなく、他学年への指導にも

使用することができ、大変有効であっ

た。 

・ワークシートを振り返りとして使用し

たことで、家庭へも健康的な食習慣の

大切さを伝えることができた。 

・学習を通して感じたことに、「これから

は栄養のバランスを考えて食べたい。」

「食べ物の働きについて理解できた。」

等、ほぼ全員がそのような感想を持つ

ことができた。 

・養護教諭や ICT支援員等と連携するこ

とで、児童にとってより記憶に残る知

識となった。 

 

（２）課題 

・学校における「食育」は大切であると

教職員の認識はあるが、各教科との連

携不足な部分がある。食に関する全体

計画を生かし、より各教科との連携を

図りたい。 

・指導の基本となる献立内容についても

見直しを図り、調理員と連携を図りな

がらよりおいしくて魅力ある給食を

提供できるように努めたい。 

・1年間で数値的な児童の行動変容を得

ることは難しい。指導効果が一過性の

ものとならないよう、日常的な継続し

た指導を行い、実践から習慣化につな

げたい。 

・食に関する情報発信の促進に努め、教

職員や家庭、地域との連携を大切にし、

効果的な食育が展開できるように努

めたい。 

 

 


